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　はじめに

ハタ科 Serranidae は日本近海に 34 属 136 種が

分 布 し て お り（ 岡 本 ほ か，2012；Endo and 

Kenmotsu, 2013； 瀬 能，2013, 2014；Koeda et al., 

2015；藤原ほか，2015），そのうちヌノサラシ属

Grammistes はヌノサラシ G. sexlineatus (Thunberg, 

1792) のみで構成されている（瀬能，2013）．本

種は国内では伊豆諸島，小笠原諸島，岩手県大船

渡，相模湾から高知県柏島にかけての太平洋沿岸，

屋久島，琉球列島，南大東島，および尖閣諸島か

ら記録されている（瀬能，2013）．

2014 年 4 月 16 日に鹿児島県南九州市頴娃町別

府番所鼻自然公園地先の周辺海域において，ヌノ

サラシが 1 個体採集された．本標本は九州初記録

となり，分布の空白を埋めるものであるため，こ

こに報告する．

　材料と方法

計数・計測は，Randall and Baldwin (1997) にし

たがった．標準体長は体長と表記し，デジタルノ

ギスを用いて 0.1 mm までおこなった．標本の作

製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学

総合研究博物館（KAUM）に保管されており，上

記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録さ

れている．

　結果と考察

Grammistes sexlineatus (Thunberg, 1792)

ヌノサラシ　（Fig. 1）

　標本　KAUM–I. 60779，体長 81.6 mm，鹿児島

県南九州市頴娃町別府番所鼻自然公園地先，

31°14′N, 130°26′E，タモ網，水深 1 m，2014 年 4

月 16 日，岩坪洸樹．

　記載　背鰭棘数 7；背鰭軟条数 14；臀鰭棘数 2；

臀鰭軟条数 9；胸鰭軟条数 17；腹鰭棘数 1；腹鰭

軟条数 5；総鰓耙数 6 + 13 = 19；櫛歯状に発達し

た鰓耙数 2 + 7 = 9．

　体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

体高 41.5；体幅 23.4；頭長 38.1；眼径 7.7；吻長 9.2；

両眼間隔（骨質部で測定）7.8；上顎長 18.9；尾

柄長 17.0；尾柄高 15.3；背鰭前長 39.2；背鰭第 1

棘条長 4.5；背鰭第 2 棘条長 11.4；背鰭第 3 棘条

長 11.8；背鰭第 4 棘条長 11.3；背鰭最長軟条長

16.5；臀鰭前長 77.6；臀鰭最長軟条長 16.8；尾鰭

長 25.6；胸鰭長 8.9；腹鰭前長 34.6；腹鰭棘条長

11.8；腹鰭最長軟条長 20.3．

　体は細長く，やや側扁する．口は大きく斜位で，

口裂はわずかに斜行し，主上顎骨後縁は眼後縁を

越える．下顎に皮弁を有する．両顎は円錐歯が歯

帯を形成し，歯帯の幅は前方が広く，後方は狭い．

鋤骨は円錐歯が歯帯を形成する．前鼻孔は短い管
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Fig. 1. Fresh specimen of Grammistes sexlineatus. KAUM–I. 60779, 81.6 mm standard length, Bandokorobana Nature Park, Ei, Minami-
kyushu, Kagoshima, southern Japan.

を有し，その先端が開孔する．後鼻孔は孔状で，

眼前縁近くに開孔する．前鰓蓋骨の縁辺は円滑．

前鰓蓋骨後縁に 2 本の太い棘がある．主鰓蓋骨に

3 本の棘を有する．側線は 1 本で，鰓蓋上方から

尾柄部直前まで連続するが，不明瞭である．鱗は

小さく円鱗であり，皮膚に埋没している．背鰭起

部は胸鰭基部上端の直上に位置する．胸鰭先端は

背鰭第 5 棘基底直下に位置する．臀鰭起部は背鰭

第 4 軟条基底直下に位置する．腹鰭は短く，その

先端は背鰭第 4 棘基底直下に位置する．尾鰭は円

形．

　色彩　生鮮時の色彩 ― 体全体は暗茶褐色を呈

し，不規則な黄色線がはしる．背鰭と臀鰭の棘と

軟条は茶色を呈し，鰭膜は半透明．胸鰭と尾鰭の

軟条は茶色を呈し，鰭膜は半透明．腹鰭の棘と軟

条は茶色を呈するが，鰭膜は白色がかった半透明．

　備考　鹿児島県番所鼻自然公園地先で採集され

た標本は，背鰭棘が 7 本であること，前鰓蓋骨後

縁に 3 本の棘があること，下顎皮弁を有すること，

体高が体長の 41.5% であることから，瀬能（2013）

が記載したヌノサラシ Grammistes sexlineatus の標

徴とよく一致した．

　Tanaka（1924–1925）は和歌山県田辺から得ら

れた 1 個体に基づき G. sexlineatus の和名をヌノ

サラシとした．その後，ヌノサラシは八丈島（Senou 

et al., 2002）， 小 笠 原 諸 島（Randall et al., 1997），

岩手県大船渡（岡本ほか，2000），相模湾（Senou 

et al., 2006b），三重県尾鷲（瀬能，2013），和歌山

県白浜（荒賀，1985）・すさみ（瀬能，2013）・串

本（ 小 寺，2012）， 高 知 県 柏 島（ 平 田 ほ か，

1996），山口県（河野ほか，2011），大隅諸島硫黄

島（ 荻 原，2013）・ 屋 久 島（Motomura et al., 

2010），トカラ列島宝島（Kamohara, 1954; 蒲原，

1955），奄美群島奄美大島（工藤，1995；吉郷ほか，

2001）・沖永良部島（吉郷ほか，2005）・与論島（桜

井，2014）， 沖 縄 諸 島 沖 縄 島（ 吉 郷・ 中 村，

2003； 吉 郷 ほ か，2005）・ 伊 江 島（Senou et al., 

2006a），慶良間諸島渡嘉敷島（渡井ほか，2009），

宮古諸島（Senou et al., 2007），八重山諸島西表島

（吉郷・中村，2002；石川，2010）・与那国島（吉

郷ほか，2001），大東諸島南大東島（南大東村誌

編集委員会編，1990；吉郷ほか，2005），および

尖閣諸島（西島・吉野，1980）などから報告され

ている．鹿児島県番所鼻自然公園地先から採集さ

れた 1 個体は，ヌノサラシの九州からの標本に基

づく初めての記録となる．また，本報告はこれま
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での国内における本種の分布の空白域を埋めるも

のである．

　ヌノサラシは危険を感じると魚毒性を有するグ

ラ ミ ス チ ン と い う 皮 膚 毒 を 分 泌 す る（ 橋 本，

1977）．また，本種は共食いすることが知られて

おり（Randall et al., 1971），ヌノサラシにとって

皮膚毒は捕食する際に自身に影響はないと考えら

れる（橋本，1977）．しかしながら，ニューギニ

アでは本種を食べて，人が死亡した報告がある（橋

本，1977）．
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